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三沢市国民健康保険運営協議会 議事録 

 

１．年月日：平成３０年２月２３日（金）午後１時１５分から 

 

２．場 所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出席者 

【委 員】（１１名） 

公 益 代 表：山 本 弥 一、春 日 洋 子、瀬 崎 雅 弘、田 嶋 孝 安 

保険医薬剤師代表：樋 口 茂 樹、小 西 史 人、澤 上 大 樹 

被用者保険等代表：福 士 尚 仁 

被 保 険 者 代 表：鷹 架 良 子、坂 本 幸 子、立 花   肇、畑 山 陽 子 

【事務局】（７名） 

市民生活部長：繫   範 雄 

国保年金課長：髙 橋 次 郎  副参事兼課長補佐：成 田 薫 子 

保険税係長：村 井 加奈子  国 保 係 長：柳 川 哲 彦 

   国保係主査：松 橋 基 史 

 

４．欠席者  

【委 員】（１名） 

保険医薬剤師代表：中 山 宏 祥 

 

５．議 事 

＜開 会：午後１時１５分＞ 

 

司  会： それでは、定刻となりましたので、三沢市 国民健康保険 運営協議会を開催いたします。 

      初めに、定足数についてご報告いたします。 

     まだ、中山委員がお見えになっておりませんが、本日の出席委員数は１２名でございます。 

規則の定足数を満たしておりますので、本日の会議は成立することをご報告いたします。 

 

ここで、資料の確認と訂正をお願いいたします。 

まず、計画策定の概要に資料の下に、計画の素案、次に青森県国民健康保険運営指針がご 

ざいますが、こちらは参考資料としてお配りしました。 

資料の訂正ですが、１６ページの資料２のグラフで、平成２８年度の数値が間違ってお 

     りました。白い棒グラフの数値が１０億３，７６７万７千円になります。次に黒い棒グラ 

フのところが９億２，１１７万４千円になりまして、その下の率が８８．７７％になりま 

す。申し訳ございませんでした。 

 

司  会： それでは、「山本会長より」ご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長： （会長挨拶） 
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司  会： ありがとうございました。 

     それでは、これより議題に入りますが、議長は、協議会規則第３条により、会長が務める 

ことと定められておりますので、山本会長には、そのまま、会議の進行をお願いいたしま 

す。 

 

議  長： それでは、「議題」に入る前に、本日の議事録署名人２名を決めたいと思いますが、私 

     から指名してよろしいでしょうか。 

 

      異議なし との声あり 

 

議  長： 異議なしと言う事でありますので、それでは、「樋口委員」と「立花委員」の両名を議

事録署名人といたします。よろしくお願いします。 

      それでは、早速ではございますが、次第に従いまして会議を進めてまいります。 

初めに、議題 1「平成３０年度三沢市国民健康保険特別会計予算案について」であります。 

事務局の説明を願います。 

 

事 務 局： （事務局より説明） 

 

議  長： はい、ただ今の事務局説明に対して、質疑、討論あわせて行います。ご意見、ご質問の 

ある方は挙手をしてご発言ください。 

 

瀬崎委員： 来年度から初めて県の事業ということでやるんですけれども。今まで国保の事業費は 

年々上がってきているわけですよね。来年度からは１，２００万円位の減ということで事 

業をやるんですけれども、そこでちょっと不安が出るんですけれども事業はその予算で大 

丈夫なのでしょうか。それを確認したいと思います。  

 

議  長： はい、答弁願います。 

 

事 務 局： まず、減になった理由につきましては、今まで国の公費とかそう言うものが直接市町村 

に入ってきていたために、市町村ごとに計算して市町村ごとに国保連とかに支払っており 

ましたが、今回、この前もお話ししましたように、財布が一つになりまして、県の方で、 

予算書ご覧になれば、例えば療養給付費交付金とか前期高齢者交付金等は入って来ないで 

そこで相殺して三沢市の方に納付金という形で提示しております。この納付金の使い方に 

つきましては、今申し上げましたように、１１億１千万程度の納付金を三沢市が納めなさ 

い。ただ、実際医療費として使うお金は保険給付費２６億くらい使う形になりますけれど 

も、その差額の経費は県の方の財布の方で相殺する形になります。ですので、予算が減 

になったのが一つであります。また、予算が減になったことに伴いまして、前回もご説明 

しました通り、いったん、１１億云々の納付金を納入いたしますれば、三沢市の国保の給 

付費が増額しようとも、何しようともこれ以上の納付金は求めない。１年間これ以上の納 

付金の増減はないということで進めてまいります。県全体の医療費は次年度精算でござい 

ますけれども、単年度におきましては、三沢市は医療費に関しましては１１億。これ以上 

の納付金を納めることなく安定した運営をするということの前提でございますで、今、納 
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付金を納めることによって、納められる税収があることによって、１年間運営は安定する 

という意味でございます。以上であります。 

 

瀬崎委員： それでやはり気になるのがですね、国民健康保険税前年度６，２６３万減ということで 

すけれども、ちなみに、何名くらい減ったんでしょうか？ 

 

事 務 局： １６ページをご覧ください。一番下に三沢市の総人口に占める国保被保険者という形の 

グラフがございます。２７年、２８年、２９年と見れば、２７年では約１万人。２９年現 

在では、８，７７６人でございますので、その分減少しているところでございます。 

なお、減少している理由といたしましては、高齢化ということで高齢者が多くなってだ 

んだん寿命が延びてということもございますけれどもやはり、社保加入、国保離脱という 

方が今のところ一番多いです。転出入に関しましても、転出の方が少し多い形になります 

けれども、景気が良くなったということは言えませんけれども、就職されて社保の方に移 

られる方が多くなってきたということで人口減少以上に、国保の被保険者が減っていると 

いうことでございます。 

 

瀬崎委員： はい解りました。 

もう 1点ですが、資料の９ページのところの２款の保険給付費、出産育児一時金が１２６ 

万減なんですけれども、それだけ出産する方が少なくなっているのかとちょっと気に 

なったんですけれども。 

 

事 務 局： 現実 1人４２万で計算しております。前年度までは、一時期、先ほど申し上げましたが、 

     被保険者が多かった時期並びに若い方もいらっしゃいまして、年度にすればだいたい１０ 

０名くらいこの出産の支給になった年もございます。しかし今はどんどん減ってきまして、 

昨年度までは、だいたい１００人くらいを何とかという気持ちで計上したところもあるん 

ですけれども、現状では５０名前後、前年度の４０人行くか行かないくらいの該当率でし 

たので、今年度新たな制度になっていろいろ精査したということもあって、実情に合わせ 

た形になっております。 以上であります。 

 

瀬崎委員： 最後にもう 1点だけ。先ほど課長の説明で、今年度はこの事業費でできる。尚且つ、県 

から示された交付金によって三沢市の税率というのは変更せず、現状のままで行くとい 

うことでありますけれども、今後、今年度の決算で持って交付金の話とかそういうところ 

でもって変わる可能性は今後あるのでしょうか。 

 

事 務 局： お答えいたします。決算によってと言うか、今年度につきましては、まずこの税収があ 

ればそのまま行くということであります。プラス、現状では今年度決算前ですけれども、 

まだ基金が２億弱ありますので、もしも税収が追い付かなかったということであればそれ 

でまず予備費もありますので、賄える形になります。来年度以降はまた新たに県が３１年 

度分ということで納付金を示す形になります。また、その納付金を基にうちの方ではどの 

様な税収があってということで、その時にまた税率を考えることにはなります。それはま 

た、将来的にどのようになるかは非常に不安な部分でもありますが、１１億というのが基 

準となってそんなに上下はしないであろうと思いますので、この１１億の線で３０年度３ 
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１年度行って、被保険者の減や医療費の動きもあると思いますが、大体今の税率で数年は 

行くのではないかと予測はしておりますが、プラス、国の方でも今、制度改革によって暫 

定的な公費をどんどん当てております、消費税増税云々の絡みもございますけれども、以 

後も同程度の公費を国がみてくれるとかちょっと不安な部分が、現状の条件で行くのであ 

れば、当分４～５年の間は今のままで行くのではないかと思っております。 

以上であります。 

 

議  長： それでは、そのほかありませんか。 

 

春日委員： １７ページの特定健康診査のところですが、ここに一覧がございまして、平成２３年度 

     から２８年度の健康診査の対象者、受診者、受診率ということで把握できたところでござ 

     いますけれども、遅々として上昇していかないということは同じ認識だと思っていますが、 

ちょっと参考になんですけれども、いろんな取り組みをしているものの、まだまだ意識が 

到達していないということを残念であると思っておりますが、参考にですね、この効果を 

上げるために埼玉県の新座市なんですけれども、特定健診を２年連続受診した方に５０ 

０円の野菜券を贈呈いたしましてね、話題も高め、またそれにより意識付けをするような 

ともに声を掛け合いながらという、そういう願いのもとに非常にこういうことが好評で受 

診率アップに効果が上がっているということを最近拝見する機会がございました。今後な 

んですけれども、この場でということは不可能だと思いますけれども、何かこのような取 

組みがなされればいいなと私は個人的に願っている一人なんですけれども、何か受診率ア 

ップに向けての担当課としての考えていることを参考にお聞かせいただきたいと思いま 

す。 

 

事 務 局： 色々と周りでどのような取組みをしているか、というご意見を頂き本当にありがとう 

     ございます。特定健診につきましては何とか率を上げようと思って、頑張っているつもり 

ではありますが、思ったほど伸びないということであります。今年は受診料無料というこ 

とで、広報でも数多く出したり、いろんな集会でチラシを撒いたり何とかしようと思って 

いるところであります。今、委員さんがおっしゃったとおりそのような方法で、健康推進 

課ではスタンプもやっておりますし、また、特定健診に特化したそういうものも考えてい 

かなければならないと、今年度の結果を見ながら考えております。 

人間ドックも併催してやっておるところでございますけれども、こちらの方も受けていた 

だければ特定健診の受診率にプラスになるところでございますので、今年もちょっと希望 

が多くて、抽選で外れた方もいらっしゃいましたので、来年度につきましてはですね、定 

員を増やして市内の医療機関では賄えないところは、例えば八戸西健診とかですね、そこ 

でも見積もりを取りながら人数を多くしながら期間も伸ばしながらなんとかそこでも受診 

していただける方が多くなるように考えておりますので、人間ドックもそうですが、特定 

健診では何かプレゼントまで行かなくても、何か特典が付くような形でできればと今後考 

えていきたいと思っております。 以上であります。 

 

春日委員： ありがとうございました。ちょっと参考にお聞きしたいんですが、健康推進課では健康 

フェア開催しておりますが、そういう時に特定健診に視点が向けられるような内容を盛込 

んでいますでしょうか。 
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事 務 局： 直接国保云々というものではないですけれども、食生活改善推進員さん達にもお伝えい 

ただいて特定健診をこのようにやっていて、食生活改善のことや国保の被保険者の方には 

交友事業もやっているという宣伝をしておりました。今、健康都市宣言もしておりますの 

で今年度の受診率も見ながらですね、来年度はそういうコーナーも設けられるかわかりま 

せんけれども、このような事業をやっていてこのような特典があって、そして保健指導の 

方にもつながって自分の健康のためだということを、その場を利用してうちの方でも入っ 

ていければということも考えております。 

 

春日委員： 最後に質問ではありませんが要望ですけれども、非常に市民の方々はマックテレビをご 

覧になっているということも常日頃からいろんなこともございまして、市民の方からいろ 

んな声をかけられ時に、これほどまでに皆さんマックテレビを見ていらっしゃるんだなと 

この効果は絶大だと感じておりましたけれども、何か取り組んでおられることがありまし 

たらお知らせ頂ければと思います。 

 

事 務 局： 春日委員がお話しされた通り、やはりマックテレビとか皆さん見られておりますし、毎 

     日繰り返し繰り返し、1日に何回もやられていますので、今年、文字放送と女の方が記事 

     を読み上げるものと両方を７月～８月頃からずっと通して流していただいております。 

今後もそちらの方は続けていきたいと考えております。やはり、紙だけで手元に来ても失 

くしてしまったりしますが、テレビだと繰り返し見れますので、そちらの方をフルに活用 

してＰＲしていきたいと考えております。 

 

春日委員： ありがとうございます。今後、目に触れることがあれば拝見させていただきます。 

 

議  長： その他ございませんか。 

       

 「なし」という声あり 

 

議  長： はい、なしという声がありましたので、それでは直ちに採決します。「平成３０年度三 

     沢市国民健康保険特別会計予算」については、承認することにご異議ございませんか。 

 

       「異議なし」という声あり 

 

議  長： 「異議なし」と言うことですので、「平成３０年度三沢市国民健康保険特別会計予算に 

ついて」は承認することといたします。 

 次に、議題２「三沢市国民健康保険 第２期データヘルス計画 及び 第３期特定健康診 

査等実施計画（案）」についてであります。 事務局の説明を願います。 

 

事 務 局： （事務局より説明） 

 

議  長： ただ今の事務局の説明に対して、質疑、討論併せて行います。ご意見がございましたら

挙手をしてご発言ください。 
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瀬崎委員： 計画は非常にすばらしいと思いますが、２月にパブリックコメントを実施するというこ 

とですがどのような形で、どの様な対象者に行うのか。 

 

事 務 局： ホームページに掲載をします。それから、市役所１階市民課のところの情報公開コーナ 

ーがあります。そこに、この計画書を置いて、また健康推進課にも置きましてみていただ 

けるようにして、ご意見がある場合は、それ用の様式がありますのでそちらに書いていた 

だいてＦＡＸだとか窓口に持ってきていただくとか、メールで送っていただくことにな 

ります。 

 

瀬崎委員： ちょっとそれじゃあ解りにくいんじゃないでしょうか。だから、ある程度こういう会議 

みたいな形でもって今みたいに説明をされてパブリックコメントをされるということは 

考えておられるのでしょうか。 

 

事 務 局： 現在のところ、そこまでは考えておりません。情報公開コーナーと関係課の来客のとこ 

ろとか、専門の人には当然見てもらうことになりますが、ある一定の期間ホームページ 

においてパブコメを求めるという形で考えております。 以上であります。 

 

瀬崎委員： ちなみに、１期の時はどのような形でパブリックコメントをとって、何件くらいあった 

か記憶にございますか。 

 

事 務 局： １期の時も同じようにホームページ掲載と、情報公開コーナーと関係課に計画書を置い 

て募集をしていたようで、意見はございませんでした。こちらの計画ですが、保健所の方 

にも、県の方にですね、一応見ていただいてご意見をいただくことにはしております。 

 

瀬崎委員： あの、前回意見はなかったということですけれども、これは市民の方に周知することが

一番だと思うんですよね。やっぱりこういうのがあっても、知らないというのが一番問題

だと思うんですよね。ですので、極力事あるごとに説明する機会とか設けてやらないと、

せっかくいい計画なのに実施ができないということになるので、そこのところをよく検討

されて、極力このような会議を開いて説明をした方がいいと思うので検討をお願いします。

これは要望です。 

 

議  長： これは要望だそうです。 

 

事 務 局： はい。 

それからすみません、訂正をお願いします。計画書の６ぺージのところの国の指針及び 

計画との関係の表の、特定健診等実施計画の一番下の方の対象者４０歳から４７歳になっ 

ていましたけれども、７４歳の間違いでございます。 失礼いたしました。 

 

議  長： それでは訂正をお願いします。 

 

議  長： その他、ご意見ご質問ございませんか。 
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「なし」という声あり 

 

議  長： ないということでありますので、直ちに採決します。 

 議題２三沢市国民健康保険 第２期データヘルス計画 及び 第３期特定健康診査等実 

施計画については承認することにご異議ございませんか。 

 「異議なし」という声あり 

 

議  長： 「異議なし」ということでありますので、三沢市国民健康保険 第２期データヘルス計 

画 及び 第３期特定健康診査等実施計画については承認することといたします。 

それでは次に、議題３条例改正についてを議題といたします。事務局の説明をお願いし 

ます。 

 

事 務 局： （事務局より説明） 

  

議  長： それでは、ただ今の事務局の説明について質疑、討論併せて行います。質問、ご意見は 

ございませんか。 

 

       「なし」という声あり 

 

議  長： それではないようですので、条例改正については、承認することにご異議ございません 

か。 

 

  「異議なし」という声あり 

 

議  長： それでは、ないようですので、条例改正については、承認することといたします。 

      次に議題４その他について、事務局の方からありませんか。 

 

事 務 局： ありません。 

 

議  長： はい、それでは、我々も今回の審議をもって任期が切れるということで終わりなんです 

けれども、先ほど条例改正で次回は１年伸びで３年の任期になるということで、新たなメ 

ンバーでスタートすることになると思いますが、この２年間至らない会長でありましたけ 

れども、皆さんの支えがあって２年間無事に勤められたことをこの場をお借りして皆様に 

熱く感謝を申し上げましてこの会議を閉じさせていただきます。 

皆さんどうもありがとうございました。 

 

司  会： それでは、以上を持ちまして三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。皆様、 

大変お疲れ様でした。 

 

 

＜閉会：午後２時１５分＞ 
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            三沢市国民健康保険運営協議会議長  山 本 彌 一 

            議事録署名者  樋 口 茂 樹 

            議事録署名者  立 花  肇  


